
雪
印
グ
ル
ー
プ
を
解
体
に
追

い
込
ん
だ
２
度
の
雪
印
事
件

（
平
成
１２
年
�
２
０
０
０
�
雪

印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
、
平

成
１４
年
�
２
０
０
２
�
雪
印
食

品
牛
肉
偽
装
事
件
）
を
皮
切
り

に
、
平
成
中
期
に
は
食
品
事

故
、
表
示
・
品
質
偽
装
、
食
品

テ
ロ
が
多
発
し
た
。
そ
こ
に
業

界
の
慢
心
が
あ
っ
た
の
は
確
か

だ
が
、
コ
ス
ト
の
正
常
な
転
嫁

を
阻
む
価
格
競
争
が
事
故
や
偽

装
の
温
床
と
な
っ
て
い
た
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
。

※

※

※

�
�
平
成
１０
年
代
に
は
食
品

関
連
の
事
件
・
事
故
が
相
次
ぎ
、

消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

「
偽
装
表
示
の
よ
う
な
職
業

倫
理
に
反
す
る
事
件
が
起
き
て

し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
。
平
成
期
の
反
省
点
と
し
て

記
憶
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
ば

し
ば
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
異
物
混
入
な
ど
も
、
本
来

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
１
０
０
％
防
ぐ
の
は
難
し

い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
…
」

�
�
事
故
や
偽
装
が
次
々
に

発
覚
し
た
平
成
１９
年
�
２
０
０

７
�
前
後
は
、
い
わ
ゆ
る
「
川

上
イ
ン
フ
レ
・
川
下
デ
フ
レ
」

の
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
コ
ス

ト
の
正
常
な
転
嫁
を
許
さ
な
い

競
争
環
境
に
も
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
。

「
そ
の
因
果
関
係
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
当
時
は
穀
物

を
中
心
に
輸
入
原
料
が
急
激
に

上
が
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
歪
み
が
生

じ
な
い
よ
う
、
安
売
り
以
外
の

販
売
促
進
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
も
う
少
し
知
恵
を
絞
る
べ

き
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

�
�
平
成
２０
年
�
２
０
０

８
�
、
日
本
向
け
冷
凍
食
品
の

受
託
製
造
を
専
門
に
手
が
け
て

い
た
中
国
天
洋
食
品
で
殺
虫
剤

混
入
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

後
の
捜
査
で
待
遇
に
不
満
を
持

つ
工
員
に
よ
る
報
復
行
為
だ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

「
日
本
も
缶
詰
輸
出
で
外
貨

を
稼
い
で
い
た
頃
に
は
、
諸
外

国
に
買
い
叩
か
れ
た
腹
い
せ

に
、
石
な
ど
を
詰
め
て
送
る
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
万
全
な
品
質
保

証
体
制
を
築
き
上
げ
る
に
は
、

取
引
先
の
労
働
環
境
に
も
配
慮

し
、
信
頼
関
係
を
醸
成
し
て
い

く
よ
り
他
に
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
根
本
的
に
は
職
業

倫
理
の
問
題
で
す
」

�
�
安
全
・
安
心
意
識
の
高

ま
り
を
背
景
に
、
メ
ー
カ
ー
は

異
物
混
入
対
策
な
ど
に
多
額
の

設
備
投
資
を
行
い
、
卸
も
品
質

管
理
の
強
化
や
フ
ー
ド
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
へ
の
投
資
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
義
務
化
も
控

え
て
お
り
、
食
品
製
配
販
の
品

質
管
理
コ
ス
ト
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
方
向
で
す
。
こ
の
問
題
を

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

「
難
題
で
す
ね
。
消
費
者
の

要
求
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
そ
れ

に
応
え
る
法
律
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
業
界
は
コ
ス
ト
を
か
け
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
平
成
期
に
も
同
様
の
ケ

ー
ス
が
多
数
あ
り
ま
し
た
よ

ね
」�

�
え

え
。
平
成
１９

年
�
２
０
０

７
�
の
ミ
ー

ト
ホ
ー
プ
牛

ミ
ン
チ
偽
装

事
件
の
後
に
は
、
業
務
用
商
品

へ
の
原
材
料
表
示
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
２０
年
�
２

０
０
８
�
に
発
生
し
た
三
笠
フ

ー
ズ
に
よ
る
事
故
米
不
正
転
売

事
件
の
後
に
は
、
米
の
取
引
管

理
記
録
を
義
務
づ
け
る
米
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

「
そ
う
し
た
政
府
の
管
理
体

制
が
強
ま
る
ほ
ど
、製
造
・
流
通

コ
ス
ト
が
上
が
り
、
最
終
的
に

は
価
格
へ
の
転
嫁
と
い
う
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
食
品
事
業
者
は
職
業
倫

理
に
徹
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

し
、
消
費
者
の
方
々
に
も
要
求

と
買
い
や
す
い
価
格
の
バ
ラ
ン

ス
と
い
う
も
の
に
目
を
向
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
」

�
�
制
度
に
頼
る
こ
と
な

く
、
自
由
で
健
全
な
事
業
環
境

と
購
買
環
境
を
維
持
で
き
る
国

で
あ
り
続
け
た
い
で
す
ね
。

「
え
え
。
法
規
制
に
頼
り
す

ぎ
る
の
は
必
ず
し
も
良
い
こ
と

と
は
思
え
ま
せ
ん
」

（
次
号
に
続
く
）

國
分

勘
兵
衛

平
成
を語る

《７》

多発した食品安全問題
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三
菱
食
品
は
物
流
コ
ス
ト
の
抑
制
に
向
け
、
業
界
慣
習
の
是
正
に
取
り
組
む
。
得
意
先
小
売
業
と
と
も
に
小
口

多
頻
度
配
送
な
ど
の
行
き
過
ぎ
た
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
こ
と
で
、
現
代
の
コ
ス
ト
環
境
に
適
し
た
持
続
可
能
性
の

高
い
物
流
体
制
を
構
築
す
る
。
既
に
発
注
単
位
の
見
直
し
を
柱
に
、
得
意
先
と
の
交
渉
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

先
週
開
示
さ
れ
た
同
社
の

１９
年
３
月
期
業
績
は
売
上
高

４
・
３
％
増
（
２
兆
６
千
２

０
３
億
円
）
、
営
業
利
益
０

・
２
％
増
（
１
６
７
億
円
）

で
着
地
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
向

け
を
中
心
と
す
る
総
額
１
千

６２
億
円
の
増
収
に
よ
り
、
売

上
総
利
益
が
増
加
。
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
推
進
に
よ
る
販
管
費
率
の

改
善
効
果
も
あ
り
、
２
期
ぶ

り
の
営
業
増
益
に
持
ち
込
ん

だ
格
好
だ
。

し
か
し
、
大
幅
増
収
に
見

合
う
利
益
水
準
と
は
言
い
難

い
。
経
常
利
益
率
も
引
き
続

き
悪
化
（
０
・
０
２
�
減
／

０
・
７
０
％
）
し
、
目
標
の

１
％
が
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ

る
。
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
な
ど
を
理
由
に
、
販
管
費

の
５
割
強
を
占
め
る
物
流
費

が
急
激
に
膨
張
（
前
期
比
３８

億
円
増
）
し
、
粗
利
と
経
理

業
務
な
ど
の
生
産
性
向
上
効

果
を
食
い
潰
し
て
い
る
の
が

実
情
だ
。

こ
れ
を
受
け
、
今
期
は
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
本
部
な
ど
物

流
系
３
本
部
を
束
ね
る
新
組

織
「
Ｓ
Ｃ
Ｍ
統
括
」
を
創

設
。
ト
ッ
プ
に
営
業
出
身
の

古
屋
俊
樹
氏
（
取
締
役
常
務

執
行
役
員
、
兼
菓
子
事
業
本

部
長
）
を
置
き
、
物
流
の
コ

ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の

最
適
化
に
向
け
、
得
意
先
と

の
交
渉
を
加
速
さ
せ
る
方
針

だ
。既

に
発
注
単
位
の
見
直
し

と
改
善
効
果
の
シ
ェ
ア
を
得

意
先
各
社
に
呼
び
か
け
て
お

り
、
応
じ
る
動
き
が
あ
る
と

い
う
。
卸
―
小
売
間
で
は
８０

年
代
か
ら
一
貫
し
て
配
送
の

小
口
化
が
進
ん
で
き
た
が
、

１３
年
頃
に
顕
在
化
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
と
庫
内
作
業
員
の
不

足
に
よ
り
、
こ
の
従
来
型
の

慣
行
が
重
荷
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
「
発
注
単
位
を
１
個
か

ら
３
個
、
３
個
か
ら
６
個
に

変
更
す
る
だ
け
で
も
（
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
へ
の
影
響
が
）

全
然
違
っ
て
く
る
」
（
三
菱

食
品
社
長
・
森
山
透
氏
）
と

い
う
。

同
社
は
こ
の
単
位
変
更
を

先
行
さ
せ
つ
つ
、
納
品
期
限

の
緩
和
な
ど
に
つ
い
て
も
、

物
流
面
の
コ
ス
ト
改
善
効
果

を
具
体
的
に
検
証
し
、
得
意

先
に
実
施
を
求
め
て
い
く
考

え
だ
。
既
に
セ
ブ
ン
―
イ
レ

ブ
ン
や
ヤ
オ
コ
ー
が
加
工
食

品
で
３
分
の
１
ル
ー
ル
の
見

直
し
に
動
い
て
い
る
が
、
大

手
卸
の
呼
び
か
け
で
同
様
の

動
き
が
小
売
各
社
に
広
が
れ

ば
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
物
流
リ
ス
ク
を
抑
制
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

総
合
物
流
の
日
新
は
台
湾

の
桃
園
市
に
新
会
社
・
日
新

日
茂
国
際
物
流
股
�
有
限
公

司
を
設
立
し
た
。
現
地
の
物

流
会
社
・
東
源
物
流
事
業
股

�
有
限
公
司
と
の
合
弁
に
よ

る
も
の
で
、
国
内
外
輸
送
と

倉
庫
、
通
関
ま
で
総
合
的
な

物
流
を
担
う
。

今
回
の
新
会
社
に
つ
い
て

日
新
で
は
「
当
社
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
優
位

性
と
、
合
弁
先
が
持
つ
競
争

力
あ
る
物
流
基
盤
を
結
び
つ

け
、
台
湾
に
お
け
る
物
流
事

業
を
拡
充
す
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
重
点
分
野
の
一
つ

に
挙
げ
る
食
品
物
流
で
も

「
合
弁
先
は
食
品
関
連
の
顧

客
を
多
数
持
ち
、
食
品
物
流

事
業
へ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

期
待
で
き
る
」と
し
て
い
る
。

新
会
社
の
資
本
金
は
５
千

万
台
湾
ド
ル
、
代
表
に
は
横

山
利
幸
氏
が
就
任
。
６
月
１

日
か
ら
営
業
を
開
始
す
る
。

塩
水
港
精
糖
は
１０
日
、
本

社
で
決
算
会
見
を
開
き
前
期

概
要
と
合
わ
せ
て
丸
山
弘
行

常
務
が
代
表
取
締
役
社
長
に

昇
格
す
る
ト
ッ
プ
人
事
を
発

表
し
た
。
山
下
裕
司
社
長
は

副
会
長
に
就
き
、
久
野
修
慈

会
長
と
と
も
に
後
進
の
指
導

に
当
た
る
。
ま
た
、
伊
藤
哲

也
常
務
と
小
田
俊
一
取
締
役

が
専
務
取
締
役
と
な
り
丸
山

社
長
を
支
え
る
。
丸
山
社
長

は
１
９
７
０
年
６
月
３０
日
生

ま
れ
の
４８
歳
。
上
場
砂
糖
企

業
で
４０
代
社
長
が
誕
生
す

る
。前

３
月
期
の
決
算
概
要
は

砂
糖
事
業
が
売
上
げ
３
・
５

％
減
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は

１２
・
３
％
増
と
な
り
、
業
務

用
は
堅
調
な
が
ら
家
庭
用
の

減
少
を
受
け
て
減
収
。
し
か

し
、
原
糖
の
買
い
付
け
タ
イ

ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
こ
と
や

製
造
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め

た
こ
と
で
増
益
と
な
っ
た
。

バ
イ
オ
事
業
で
は
「
オ
リ
ゴ

の
お
か
げ
」
の
拡
販
に
注
力

し
販
売
量
、
売
上
高
と
も
に

前
期
実
績
を
上
回
っ
た
（
後

日
詳
報
）
。

会
見
に
は
久
野
会
長
も
同

席
し
、
今
回
の
人
事
や
令
和

時
代
の
砂
糖
業
界
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し

た
。
山
下
新
副
会
長
、
丸
山

新
社
長
も
就
任
コ
メ
ン
ト
を

述
べ
た
。

久
野
会
長

令
和
を
迎
え

て
若
い
人
が
時
代
を
背
負
っ

て
い
く
時
期
が
き
た
と
思

う
。
当
社
だ
け
で
な
く
砂
糖

業
界
の
問
屋
、
メ
ー
カ
ー
を

含
め
て
新
し
い
時
代
に
ど
う

対
処
す
る
か
。
若
い
人
が
責

任
を
も
っ
て
打
開
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
社

は
プ
ロ
パ
ー
の
若
い
人
を
育

て
て
き
た
が
、
こ
う
い
う
時

代
の
変
化
の
中
で
責
任
を
も

っ
て
突
破
し
て
も
ら
う
。
そ

う
い
う
抜
擢
だ
。

ま
た
、
砂
糖
業
界
全
体
と

し
て
は
問
題
を
抱
え
て
静
ま

り
返
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

続
く
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

需
要
減
少
の
中
で
国
際
的
な

変
化
も
出
て
く
る
。
新
た
な

対
応
を
選
択
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

令
和
時
代
は
楽
観
で
き
な

い
し
、
突
破
す
る
だ
け
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。
わ
が
社
と
し
て
は

若
い
人
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
会
社
を
引
っ
張
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。山

下
副
会
長

５
年
前
の

５
月
１
日
に
社
長
に
就
任
し

て
丸
５
年
務
め
た
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
以
前
に
約
６
年
、

太
平
洋
製
糖
の
社
長
を
し
て

い
た
。
昭
和
５８
年
、
平
成
１３

年
に
共
同
生
産
が
始
ま
り
、

先
輩
方
が
融
和
に
尽
力
さ
れ

て
い
た
流
れ
を
受
け
継
い

だ
。
こ
れ
か
ら
の
新
体
制
に

私
が
持
っ
て
い
る
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
引
き
続
き
伝
え
て

い
き
た
い
。

丸
山
社
長

光
栄
な
が
ら

責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
当
社
は
創
業

１
１
５
年
目
を
迎
え
る
節
目

で
あ
り
、
私
も
入
社
し
て
２５

年
目
。
オ
リ
ゴ
糖
製
品
の

「
オ
リ
ゴ
の
お
か
げ
」
が
市

販
化
さ
れ
て
か
ら
も
２５
年
目

の
節
目
に
当
た
る
。
何
か
背

中
を
押
し
て
も
ら
え
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
感
じ
て
い
る
。
こ

れ
は
責
務
じ
ゃ
な
い
か
と
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ

ま
だ
若
輩
で
、
こ
れ
ま
で
オ

リ
ゴ
糖
を
中
心
に
業
務
を
担

当
し
て
い
た
関
係
も
あ
り
、

諸
先
輩
方
に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

塩
水
港
精
糖
新
社
長
の
丸
山

弘
行
氏（
中
央
）、
伊
藤
哲
也

専
務
㊨
、
小
田
俊
一
専
務
㊧
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自
動
車
に

よ
る
死
傷
事

故
が
相
次
ぎ

報
じ
ら
れ
て

い
る
。
多
く

の
場
合
、
主

因
が
運
転
者

の
不
注
意
に
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
が
、
そ
こ
に
非

難
が
集
中
す
る
こ
と
で
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
も
の

は
な
い
か
。
加
害
者
の
側

も
、
当
事
者
で
な
け
れ
ば

同
じ
非
難
を
口
に
し
た
か

も
し
れ
な
い
▼
第
三
者
が

事
故
加
害
者
の
不
注
意
を

責
め
る
と
き
、
大
前
提
は

「
自
分
な
ら
こ
ん
な
事
故

は
起
こ
さ
な
い
」
と
い
う

無
根
拠
な
自
信
だ
。
だ
が

運
転
中
は
常
に
完
璧
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
と
断
言

で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
い

る
だ
ろ
う
か
。
誰
も
が
加

害
者
に
な
り
う
る
と
の
視

点
で
、
人
間
の
意
識
だ
け

に
頼
ら
な
い
安
全
の
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ

▼
薬
物
依
存
に
も
同
様
の

こ
と
が
い
え
る
。
依
存
症

の
大
半
は
患
者
本
人
の
意

思
で
は
脱
却
で
き
な
い
と

い
う
。
再
犯
防
止
に
は
適

切
な
治
療
の
継
続
が
必
須

だ
が
、
摘
発
さ
れ
た
著
名

人
に
世
間
が
第
一
に
求
め

る
の
は
本
人
の
謝
罪
や
逮

捕
、
実
刑
、
そ
し
て
社
会

的
制
裁
で
あ
る
▼
人
間
は

不
完
全
な
存
在
で
あ
り
、

個
人
の
境
遇
は
運
に
左
右

さ
れ
る
。
そ
の
行
為
も
、

複
雑
で
予
測
不
能
な
因
果

関
係
の
結
果
と
し
て
の
面

が
大
き
い
。
そ
れ
を
忘
れ

る
こ
と
で
不
都
合
を
こ
う

む
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が

暮
ら
す
社
会
全
体
だ
。

問
わ
れ
る
職
業
倫
理

規
制
に
頼
ら
ず
信
頼
醸
成
を

台
湾
に
新
会
社

日
新

食
品
物
流
に
も
効
果

三菱食品

物物
流流
慣慣
行行
是是
正正
にに
注注
力力

発
注
単
位
の
見
直
し

な
ど

推
進

丸
山
新
社
長
略
歴
（
ま
る
や

ま
・
ひ
ろ
ゆ
き
）
神
奈
川
県
出

身
、
１
９
７
０
年
６
月
３０
日

生
、
高
千
穂
大
学
卒
、
９４
年
入

社
、
２
０
１
５
年
執
行
役
員
事

業
本
部
バ
イ
オ
事
業
部
長
、
１６

年
常
務
執
行
役
員
事
業
本
部
バ

イ
オ
事
業
部
長
、
１７
年
常
務
取

締
役
事
業
本
部
バ
イ
オ
事
業
部

長
兼
新
商
品
・
事
業
開
発
室

長
、
１８
年
常
務
取
締
役
事
業
本

部
長
兼
オ
リ
ゴ
事
業
部
長
兼
新

商
品
・
事
業
開
発
室
長
。
令
和

元
年
６
月
代
表
取
締
役
社
長
就

任
予
定
。

中京・外食業務用

……………………
きょうの主な内容

��～�� 中京外食・

業務用特集

価格改定徐々に浸透
するも人件費・物流費
が利益圧迫要因に。

丸
山
常
務
が
社
長
昇
格

山
下
社
長
は
副
会
長
へ

トト
ッッ
ププ
交交
代代
をを
発発
表表

塩
水
港
精
糖

決

算

会

見
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